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はじめに 
磁性体の磁化反転機構は、古くから研究されており、基礎学理だけではなく応用技術にも極めて重要である。

ナノ磁性体では、材料組成や構造によって、磁気状態を制御し、その応答特性やダイナミクスを精密に測定

できる。この理由により、ナノ磁性体中の磁気応答は、理論モデルとの比較検討ができるので、磁気ダイナ

ミクスを研究する理想的な実験系となっている。これまで、外部磁場やスピン流による磁気状態制御やダイ

ナミクス励起について、報告がなされてきた。固体中では、結晶構造において、磁性を担う磁気モーメント

と結晶格子が直接結合していることから、格子振動や機械的ストレスによって磁気状態制御や磁気ダイナミ

クスが誘起されることが期待できる。本研究では、構造と組成を制御したナノ磁性体に対して、外部ストレ

スとして、マイクロ波電磁場ならびに機械振動としての表面弾性波を入力した場合のナノ磁性体の応答特性

を評価する。 
 

実験方法 
マイクロ波電磁場ならびに格子振動を制御して入力したときのナノ磁性体の応答特性を測定するために、圧

電体単結晶基板にマイクロ波伝送路と櫛型電極構造とを作製する。電極構造ならびに試料構造の作製には、

半導体微細加工技術ならびにリフトオフプロセス等を用いた。格子振動を誘起するための表面弾性波特性お

よびマイクロ波伝送特性は、ベクトルネットワークアナライザーを用いて評価を行った。ナノ磁性体の磁気

応答を高感度に検出するため、磁気抵抗だけではなくマイクロ波整流効果等を用いた。 
 

実験結果 
圧電体単結晶基板に作製した櫛型電極構造によって、励

起される表面弾性波の伝播特性をネットワークアナラ

イザーで測定した結果の一例を図 1 に示す。反射特性に

対応する S11 と透過特性に対応する S21 が 100MHz 付近

で大きく変化していることから、基本波であるレイリー

波によるモードが励起され、伝播していることが分かっ

た。また、複数の高次モードも励起・伝播していること

も分かる。講演では、ナノ磁性体を配置した際の応答特

性についても報告する。 
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図 1 圧電体単結晶基板上に作製した櫛型電極

による S11 ならびに S21 の周波数依存性． 
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